
気象状況や道路状況に応じて

除排雪作業を行います
除排雪には様々な作業があり、気象状況や道路状況に應じて、実施する作業の内容

や時期は異なります。

一般的には、下記のようなスケジュールで主な作業を行っています。

12月        1月

新雪除雪・路面整正 【状況に応じて実施】

2月 3月

拡幅除雪 【状況に応じて実施】

排雪 【1月 中旬～2月 下旬】

新雪除雪  降り積もった路面の雪を―≒ : |=です。

路面整正  路面の凸凹やわだちを削り、1=ilキ .1 1111■ です。

除雪を繰り返すことで、道路脇の雪山がだんだん横に大きくなり道幅が

拡幅除雪  狭くなるため、|卜 |ヽ'111■ ■.1'■・II.1、 11■ ■ li二 .:
11:t=です。

I III路脇の雪をダンプトラックに積込み、1■ 1111 1=1痺 =で
す。

※市では、幹線道路 (交通量が多く、道路の幅が 10mを 超える道路 )
を主に排雪します。生活道路に関しては、町内会から申請のあった

路線について、パートナシップ排雪制度のもと排雪を行います。
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rll三 書i車がぁると、除雪車が通
れず除雪作業ができない場合があ

ります。

除雪作業が出来なかった道路は、

凸凹路面やザクザク路面が発生し、

安全に通行できなくなります。

また、除雪作業が行えた場合でも、

向かいの家の前に雪が多く寄せら

れるなど、ご近所の皆さんにも迷惑
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雪処理のルニル・マナーを守りましょう
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道路の幅が狭くなったり、凸凹路面
になるなど、交通事故や渋滞の原

因になります。
※道路交通法や道路法でも道路
への雪出しは禁止されています。

基本的な讐逸連の方法   {li:
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111.IIIT I■ ll彙 |にごみス
テーションヘ出しましょう。

前日の夜に出されたごみは、除雪

作業の妨げとなります。ごみが道路

に散らばってしまうこともあります。
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寒通路の雪を敷地内へ移動

幸玄関への通り道を開けるため、歩道の

雪を自宅敷地前の出入リロ以外で通行
に支障とならない場所へ移動

不適切な処理 :な ,去

0市の除雪により通行幅を確保した場所
へ雪を戻す
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期限    ※島Ⅷlはミ進謀く

方法幹最象望鋳鵬馨脅輔 螺鰹 ミ、、

公園を雪置き場
として利用する場合

札幌市では、原則、公園を雪置き場として利用する

ことを票止してぃます。

公園を雪置き場として利用するには、町内会と市で

「贅i讐≧Jを交わす必要があります。
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降雪量

約5m
世 界 一 !

大都市の中でせ■―

歩道 除 雪延長

3,048km
世堺― !

車道除雪延長

5,461 km
世界一 !

夜中の約6時 間の間に 数百台も
の除雪車を動かして除雪します.

雪堆積場 容量

2,678万 請
世界一 !

公夫性の高い,■ 除雪車が通れ     堆積場に運び込むことができる
るだけの幅の広い,遺 を除雪します.    最大の排曾■です。

276億円
世界一 |

全体予算の約半分が年 ,ロ

の排彗て

“

要になります .

雪の置き場所にご理解・ご協力をお願いし
道路が凸凹、ザクザク路面になったときは、路面の圧雪を削る作業
(路面整正)を実施します。

路面整正の作業では、重たい雪や固い雪の塊が発生しますが、II

.1、 |■ 甍J_■ 11饉 ,t⊇ 3■ こ 11、 ■■ :11業 します。

そのため、出入リロ以外の道路脇などに堆雪せざるを得なく、
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■・、1.11=1■ (こ とになります。
タイミングが悪ければ、個人で排雪や融雪を行つた直後のきれいに

なった場所にも置くことになりますが、ご理解のほどお願ヽ`します。

たくさんの雪が降るまち札幌について
約 197万人が住む大都市。オL幌。このような大きな都市に年間約5mもの
雪が降ることは、世界中を見てもとてもめずらしいことです。

そんなまちに住む私たちにとって、雪と共に暮らすのは大変なことでもあり
ますが、これからもみんなで工夫し、手を取り合って雪と一緒に上手に暮ら
していくことが大切です。

日 本  中 キ
人 ■ ■ ●●■ノ

峰■量 ま,5ゃ

■

′

※札幌市以外の降雪量は

昭和 63年度の調査データ

札幌市清田区土木部維持管理課
(清田区土木センター)

〒004-8616清田区平岡2条4丁目1番40号
a888-2800/FAX 884-6474
https://w、ハハv city sapporo jp′ kiyota/doboku/
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